






要約:現在下垂体性小人症の治療システムは、主治医は成長科学協会に治療適応申請を提

出して、適応判定を受けて治療を開始し、1 年毎に治療成績報告書を提出することになっ

ている。成長科学協会における治療適応者の登録数は、1992 年末で 19,444 名に達してい

る。しかし、治療成績報告書の提出率が悪く、実際現在何名治療されているかの把握は、

十分ではない。成長科学協会では、治療成績報告書の提出率をあげるために、1993 年度

より毎年登録番号を更新する改革をおこなった。


